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あなたがもし現在のままの飲酒を続ける

なら、今後お酒のためにあなた自身の健

あなたの飲酒は、アルコール依存症あ

るいはその前段階にあります。おそらく、なら、今後お酒のためにあなた自身の健

康だけでなく、家庭や身近な人間関係の

中でお酒による問題がみられる可能性が

現在でもお酒のためにあなたの健康が

損なわれているだけでなく、家庭生活や

身近な人間関係 中 お酒による問題
高いと思われます。ぜひご自分のために

も、大切なご家族のためにもこれまでの

身近な人間関係の中でお酒による問題

が生じていると思われます。今後の飲酒

のあり方についてぜひ一度専門医にご
ような飲酒は控えて下さい。健康のため

には、1日2ドリンク（日本酒1合弱かビ−

ル中瓶1本）までの飲酒を目安にして下さ

のあり方についてぜひ 度専門医にご

相談下さい。場合によっては、断酒が必

要となります。あなたの健康を守るた
ル中瓶1本）までの飲酒を目安にして下さ

い。ここで，「お酒による健康被害」につ

いて学んでみましょう。

め、まずここで「大量飲酒による健康被

害」について学んで下さい。

Hizen Psychiatric Center

いて学んでみましょう。
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教育・介⼊のための教材教育・介⼊のための教材
－飲酒問題の重症度に応じた教育・介⼊⽤教材－－飲酒問題の重症度に応じた教育・介⼊⽤教材－
研究結果研究結果

－飲酒問題の重症度に応じた教育・介⼊⽤教材－－飲酒問題の重症度に応じた教育・介⼊⽤教材－

Hizen Psychiatric Center
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早期介⼊における早期介⼊におけるHAPPYHAPPYの意義の意義

教材と介⼊者、被介⼊者の関係を⽰す構図
従来型の介⼊
＝指導

HAPPYによる介⼊
＝カウンセリング＝指導

HAPPY

＝カウンセリング

指導者
HAPPY
教材教育・情報提供・

指導・指⽰
教育・情報提供

指導 指⽰

対象者 カウンセラークライアント

Hizen Psychiatric Center

信頼・共感
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早期介⼊における早期介⼊におけるHAPPYHAPPYの意義の意義

HAPPYが特に有⽤と考えられる状況HAPPYが特に有⽤と考えられる状況
① 介⼊を⾏う者のBrief Interventionとアルコー① 介⼊を⾏う者のBrief Interventionとアルコー
ル問題に関する知識と経験が浅い。
② 患者が未だ無関⼼期にある。
③ 患者のアルコール問題が重篤である。③ 患者のアルコ ル問題が重篤である。
④ 患者のアルコールによる健康障害への関⼼が⾼
いい。
⑤ 集団で飲酒運転防⽌対策教育を含めて⾏う。

Hizen Psychiatric Center

⑤ 集団で飲酒運転防⽌対策教育を含めて⾏う。
（＝HAPPY福岡市⽅式）
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福岡市役所における飲酒運転対策福岡市役所における飲酒運転対策

ーーHAPPYHAPPYプログラム福岡市方式プログラム福岡市方式ーー

Hizen Psychiatric Center
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あなたは自分の日頃の飲酒の量を減らしたいと思いますか？

対象：福岡市役所全職員9,408名（教員、外郭団体出向は除く）、
回答数：7,008名（回答率74.5％）、有効サンプル数：6,110（有効回収率：64.9％）

(非飲酒者は無回答)
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そう思う 少しそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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わが国のアルコール問題の現状

⽣活習慣病対策と飲酒運転対策のアプローチの違い

教育・情報提供

⽣活習慣病対策と飲酒運転対策のアプロ チの違い

教育 情報提供

⽣活習慣病対策 飲酒運転対策⽣活習慣病対策 飲酒運転対策

行動カウンセリング

Hizen Psychiatric Center

行動 ウン リング
Brief Intervention
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事業の概要

HAPPYプログラム（福岡方式）

ポスター掲示

参加者募集
男性 飲酒量210 /週以上男性：飲酒量210g/週以上
女性： 同 140g/週以上
あるいは、
6ドリンク以上の飲酒が1回/週以上

AUDITによる飲酒問題の客観的評価
+

Hizen Psychiatric Center

生活習慣病に関するアンケート
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